
社会科学習指導案 
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児 童 湧別町立湧別小学校５年１組 ２５名 

指導者 土谷 亮祐             

 

１ 単元名『北方領土 ～今の自分たちにできることは？～ 』 

 

２ 単元の構想 

 これまでの社会科では、『わが国の国土の様子』『米作りのさかんな地域』『水産業のさかんな地

域』といった内容を学習してきている。それらの学習を通して、複数の資料を関連させながら、

社会的事象について考える力を高めてきた。しかし、米作りの学習では、生産者や消費者、販売

者などといった、さまざまな立場から考えることを苦手とする児童が多くいた。今後の社会科で

は、多角的に社会的事象について多角的に考える力を高めていく必要がある。 

 また、本単元で扱う『北方領土』については、場所と島の名前が一致する程度の理解しかない。

北方領土問題が、いつから続いているのか、具体的にどのような問題なのかということについて

は、全く理解がない。よって、本単元では、北方領土の歴史、元島民の思い、ロシアとの関係性に

ついて学び、北方領土問題について正しく理解させたいと考えている。 

 学習指導要領解説社会編 第３節 第５学年の目標及び内容 １第５学年の目標（２）には以下の

ように書かれている。 

（２）社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考える力，社会に見られる課題を把握し

て，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考えたことや選択・判断したこと

を説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

 この目標と児童の実態を基に、本単元では、『さまざまな立場から社会的事象について考え、起

きている問題等について正しく理解する力』を付けさせたい。それと同時に『北方領土の問題に

対して正しく理解して、自分たちにできることを考えること』をねらいにしていきたい。 

本単元では、特に多面的・多角的に考えることを大切にして学習していく。そこで、日本や元

島民の思いだけに触れるだけではなく、北方領土には３世代にわたって島に住む家族もいること

などにも触れていく。ロシア側からも考えることにより、不法占拠だけの問題ではないことに気

付かせていく。多面性においては、ロシアが北方領土にこだわる理由を考える際に、豊かな漁場

としての魅力だけではなく、第２次世界大戦おける勝利の象徴としての意味合いもあることにつ

いても気付かせていく。 

子供たちの思考や表現を支える資料は、『教科書』『北海道新聞の記事』『武蔵村山市の北方領土

について理解を深める学習資料』を用意する。これまでの学習で身に付けてきた資料を関連付け

て考える力を発揮しながら、北方領土問題についての理解を深めさせていきたい。 

単元の終末には、自分たちにできることを考えていく場面を設定する。日本が粘り強く交渉し

ていることを忘れないことが大切という思いを膨らますことで、子供たちの中に『湧別町に住む

人たちにも伝えたい。』という目的意識をもたせたいと考えている。そして、町内の施設に協力し

ていただき、より多くの人に広げられたことを実感することで、北方領土に対する思いを強めて

いきたい。 



３ 単元目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・北方領土が、我が国の国有の

領土であり、現在は不法に占

拠されていることを理解して

いる。 

・北方領土に住むロシアの人

の思いを理解し、北方領土が

抱える問題を理解している。 

・北方領土の問題について、多

面的・多角的に考えることが

できる。 

・複数の資料を関連付けなが

ら、北方領土の問題について

考えることができる。 

・進んで北方領土問題につい

て考えて、学習したことをま

とめて湧別町の人たちに伝え

ようとしている。 

 

４ 指導計画 

 主 な 学 習 活 動 

１ 

北方領土に関心をもったり、元島民のおかれた状況を理解したりするために、ＤＶＤ『ジ

ョバンニの島』を鑑賞して、自分の考えをまとめる。 

【主体的に学習に取り組む態度】【知識・技能】 

２ 

北方領土が我が国の固有の領土であることを理解するために、『武蔵村山市の北方領土に

ついて理解を深める学習資料』を使い、時系列で出来事を整理していく。 

【知識・技能】 

３ 

本
時 

ロシアがなぜ不法な占拠を続けるのかなど理解するために、さまざまな面から北方領土

について考えたり、北方領土に住むロシアの人の思いを考えたりする。 

                             【思考・判断・表現】 

４ 

日本が粘り強く交渉していることを忘れないことが大切という思いを膨らますために、

今の自分たちにできることはなにかを考える。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

５ 

自分たちが学んだことを表現する力を高めるために、目的に合わせて必要な内容を考え

たり、表現様式を選択したりする。 

【思考・判断・表現】 

６ 

・ 

７ 

自分たちの思いを実現するために、ポスターやチラシに学んだことをまとめて、町内の

施設に設置する。 

【主体的に学習に取り組む態度】【思考・判断・表現】 

 

５ 本時の目標 

 ・複数の資料を関連させながら考えることで、ロシアがなぜ不法な占拠を続けるのか理解する

ことができる。                         【思考・判断・表現】 

 ・北方領土問題において、これから心配されることは、日本が交渉していること自体忘れられ

てしまうことだということに気付くことができる。         【知識・技能】 



６ 本時の展開（２/５） 

過程 教師の働きかけ 児童の活動 評価規準及び留意事項 

導 

入 

 

 

・ロシアがなぜ不法なのか

を問い、課題を生み出

す。 

・前回の北方領土の学習を

ノートでふり返り、友達に

伝える。 

 

展 

開 

 

 

 

・交流の意図は、何かを明

確に伝える。 

 

・子供の交流の様子を見な

がら、ねらいに迫る適切

な問い直しをしていく。 

 

 

 

 

・新聞記事を使って、学び

の視点を切り替える。 

・資料をもとに、自分の考

えをまとめる。 

 

・お散歩交流をする。 

 

 

・全体交流をする。 

 

 

 

 

 

 

・北方領土の本当の問題点

は何かを考える。 

 

終 

末 

 

 

 

 

・自分たちにできることは

ないかを問い、次々への課

題意識を生み出す。 

・北方領土について、考え

たことをふり返り、ノート

にまとめる。 

 

 

 

 

ロシアは、なぜ北方領土を手放したくないのだ

ろう？ 

【評価規準】 

・多面的に捉えた理由や忘れな

いことの大切さという視点を踏

まえながら、自分なりの北方領

土に対する考えをノートにまと

めている。 

ロシアは、水産資源の面だけではなく、戦争勝

利の象徴でもあるから、北方領土にこだわって

いる。 

・ロシアの不法性に目を向け

させることにより、ロシアが

北方領土にこだわる理由を知

りたいという、子供たちの思

いを引き出し、課題に結び付

けていく。 

・子供たちの考えが水産資源

を根拠とする考えに偏ってい

た時には、国土の面積を提示

して、ロシアの漁場の広さを

感じさせることで、違う面に

目を向けさせる。 

・ロシアの住む家族が３世代

にわたってきていることや元

島民の高齢化を示すことで、

本当の問題は何かを考えさせ

る。 

・日本が、ずっと粘り強く交

渉していることを情報として

伝えることで思考を促す。 



 


